
様式Ｆ-１９ 

科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）研究成果報告書 

平成 25 年 5 月 14 日現在

研究成果の概要（和文）：味覚と嗅覚情報は、食の嗜好性を形成する上で重要な役割を果たして

いると考えられている。野生型・嗅覚遮断ラットともに経管投与条件下では、血糖曲線は緩や

かに上昇し、最大値は低下した。嗅覚遮断によって糖負荷後の最大血糖値は有意に低下した。

嗅覚遮断ラットでは、全溶液摂取量及び全溶液摂取量中の糖液摂取量の比率は減少した。味覚

及び嗅覚情報の遮断が、糖液摂取後の血中糖動態・甘味嗜好性を変化させることが明らかとな

り、経口摂取に伴う味覚・嗅覚情報が血中糖動態に重要な役割を果たすことが示唆された。

研究成果の概要（英文）：Olfactory and taste sensory information is generally recognized 
to be important in forming individual food preference. The maximal BGL was significantly 
decreased under both conditions with anosmic and NG-fed rats, respectively. The 
two-bottle preference test demonstrated that both low and high concentrations of glucose 
solutions were not preferred by the anosmic rats in comparison with normosmic rats. 
Olfactory and taste sensory inputs possibly contribute to glucose preference and 
digestion through modulatory effects on glucose kinetics.
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１．研究開始当初の背景
現代社会はおいしい食べ物が満ち溢れて

おり、『食』を単に人間の生存条件を満たす
に足る栄養素の構成物と考えるのではなく、
人間にとって好ましく望ましい食とは何で
あるか追及されるようになるとともに、食品
工学・加工技術の発展を背景に、食品の嗜好
性が新たに着目を浴びてきている。食品の嗜
好性、つまり『食べ物のおいしさ』とは、食
物を食べたいという欲求であり、我々はこれ
を自身の全感覚機能を動員して判断するわ
けだが、特定の化学物質が直接感覚器を刺激
して嗜好性を形成するのが、味と香りである。
食べ物の匂いや香ばしいスパイスの香りは、

食べ物のおいしさをさらに引き立てるだろ
うし、その一方で、鼻をつまみ嗅覚情報を遮
断して食事をとっても、おいしさは半減する
だろう。このように味覚・嗅覚からの情報と
嗜好性は密接に関係していると考えられる。
また、よく噛んでおいしく味わうことは栄養
吸収の面で健康によいといわれているが、お
いしく食べた場合とおいしいと感じること
なく食べた場合で体内の糖吸収に違いがあ
るかを含めて、味覚・嗅覚情報と味の嗜好
性・食後血中糖動態の関連性については未だ
不明な点が多い。本研究では、匂い刺激と糖
負荷後の血中糖動態との関係だけでなく、味
覚刺激と嗜好性の因子を複合させ、味覚・嗅
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覚情報が味の嗜好性さらには体内の血中糖
動態へ及ぼす影響について検討を加えよう
とするものである。

２．研究の目的
色・味・香り・温度・固さ・音、これら摂

食因子は、食物自身が人間に働きかける外的
因子であり、我々はこれらを食品中に含まれ
る栄養素のシグナルとして受け止めるのだ
が、『食品の嗜好性（おいしさ）』を形成する
上で、最も影響力のあるのは、味と香りでな
いだろうか。我々はこれまで匂い刺激による
摂食行動特性の変化、糖負荷後の血中糖動態
への影響について検討を行ってきた(H21-22
年度若手(B)）。本研究では、さらに味覚・嗅
覚の感覚機能と味の嗜好性・血中糖動態の関
連性を明らかにすることで、よりおいしく感
じ食べることの重要性を証明し、非侵襲性で
簡易的な匂いを用いることで、味の嗜好性・
血中糖動態の調節を可能とする方策を考案
していく。

３．研究の方法
味覚・嗅覚情報が味の嗜好性さらには血中

糖動態への影響について、科学的に解明する
ために、動物実験から始まり、最終的にはヒ
トを対象とし、解析・検討を行っていく。ま
ず、ラットを対象とし、味覚情報なし条件下
による糖負荷後の血中糖動態への影響につ
いて検討する。次に、味覚情報と味の嗜好性
の関連性を明らかとした上で、嗅覚情報なし
条件下での味の嗜好性の関連性について調
べ、味覚・嗅覚情報ともになし条件下での血
中糖動態への影響について検討を加える。さ
らに、亜鉛欠乏食を用いて味覚障害ラットを
作成し、甘味嗜好性の変化を検討する。 
得られた結果より、味覚・嗅覚の感覚機能

と味の嗜好性・糖動態の関連性を解明し、よ
りおいしく感じ食べることの重要性を明ら
かとし、嗜好性・糖動態の調節の方策を考案
していく。 

４．研究成果 
【口腔内からの味覚情報の遮断が血中糖動
態へ与える】 

口腔内からの味覚情報を遮断した経管投
与条件下で糖負荷試験を実施した。 

野生型・嗅覚ブロックラットともに経管投
与条件下では、経口投与条件と比較して、血
糖曲線は緩やかに上昇し、最大血糖値は低下
した。 
【嗅覚情報の遮断が血中糖動態へ与える影
響】 
ZnSO4 による鼻粘膜処理により嗅覚ブロッ

クラットを作成し、経口投与・経管投与条件
下で糖負荷試験を施行し、二条件間で糖摂取
後の血中糖動態を比較検討した。 

ZnSO4による嗅覚ブロックによって、経口投与
条件下では、糖負荷後の血糖曲線は緩やかに
上昇し、最大血糖値は有意に低下した。 

【嗅覚情報と甘味嗜好性の関連性】 

嗅覚正常ラットにおいて、水と低濃度糖液
の二瓶選択実験では、水に比べ 3 ％グルコー
ス溶液を有意に好み、水と高濃度糖液の二瓶
選択実験では、糖液摂取量はさらに増大した
（図 A-D）。また、高濃度糖液の選択率は実験
3-4 日目に低下した。一方、嗅覚ブロックラ
ットでは、嗅覚正常ラットと比較し、全溶液
摂取量の減少だけでなく、全溶液摂取量中の



糖液摂取量の比率は減少した（図 E-H）。 
【嗅覚情報の遮断が甘味嗜好性へ与える影
響】 

嗅覚情報を遮断することによって、グルコ
ース溶液摂取量および甘味嗜好性は有意に
減少した。 
【典型的な嗅覚ブロックラットの溶液摂取
パターン】 

嗅覚ブロックラットの４日間の溶液摂取
パターンの２例を示す。A の例では、20％グ
ルコース溶液より水を多く摂取している。B
の例では、20％グルコース溶液と水の嗜好性
に統一性がみられない。 
【味覚障害マウスにおける甘味嗜好性の評
価】 
３週齢雄性 ICRマウスに約２か月間亜鉛欠

乏食を摂取させ味覚障害モデルマウスを作
成し、甘味嗜好性へ及ぼす影響について検討
を行った。亜鉛欠乏マウスの体重あたりの水
分摂取量(24 時間)および 5 mM サッカリン溶
液摂取量は、コントロール群と比較し、有意
に増加した。亜鉛欠乏食から普通飼料へ変更
し、７週間後に再度、甘味嗜好性の評価を行
うと、サッカリン摂取量は飼料変更前と比較
して減少することが明らかとなった。 
【結論・今後の展望】 
味覚および嗅覚情報の遮断が、糖液摂取後

の血中糖動態・甘味嗜好性を変化させること
が明らかとなり、経口摂取に伴う味覚・嗅覚
情報が血中糖動態に重要な役割を果たすこ
とが示唆された。今後は他の様々な匂い刺激
を用いて、同様に甘味嗜好性や血中糖動態へ
の影響を検討していく。最終的には、ヒトを
対象として口腔内の味覚情報や嗅覚情報が
糖動態に与える影響について動物実験結果
をもとに検証した上で、味覚や嗅覚情報を
様々に条件付けすることで，経管栄養を要す
る患者においてより効率的な栄養吸収と食
の満足感が得られる方策を考案していく予
定である。 
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